
演習１：逆 T 式擁壁の設計演習 【回答】 

 

１．設計条件 

 

 １）裏込め土 

砂質土 

単位体積重量 γs＝20ｋＮ/ｍ３ 

内部摩擦角  φ＝35° 

 

２）躯体 

鉄筋コンクリ－ト 

単位体積重量 γc＝24.5ｋＮ/ｍ３ 

 

３）載荷重 

車道部：活荷重 

ｑ ＝１0ｋＮ/ｍ２ 

 

４）基礎地盤の諸量 

底版と基礎地盤の摩擦係数 μ＝０．６ 

基礎地盤の粘着力  c＝０ 

許容支持力度   ｑａ＝３００ｋＮ/ｍ２ 
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２．自重の計算 

 

下図において、断面を ① ～ ③ に分割し、各要素の重量およびＯ点

から図心位置までの距離（＝ア－ム長ｘi）を求めて、自重および O 点に

おけるモ－メント（＝抵抗モ－メント）を算出する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自 重 計 算 

要素 
要素の体積 

Vi（ｍ３） 

単位体積重量 

γ（ｋN/ｍ３） 

自 重 

Wi＝Vi・γ（ｋN） 

ア－ム長 

ｘi（ｍ） 

抵抗モ－メント 

Mr＝Wi・ｘi（ｋN・ｍ） 

①たて壁 5.50×0.50=2.75 24.5 67.375 0.85 57.27 

②底版 2.50×0.50=1.25 24.5 30.625 1.25 38.28 

③裏込め土 5.50×1.40=7.70 20 154.000 1.80 277.2 

合計 － － 252.000 － 372.75 

注）自重は奥行き１ｍ当たりで計算する。 
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３．土圧計算 

 

土圧は試行くさび法により算出する。すべり角ωを任意に設定し、最大となる土圧を算定する。 

 

下表の内、最低３断面を計算し、最大となる土圧を決定する。（次項参照） 

 

 

すべり角 

ω（°） 

主働土圧合力 

Ｐa（ｋN） 
判 定 

58 111.40  

60 113.07  

62 113.79 ◎ 

64 113.55  

 

 

 

上表より、ω＝ 62 °が最大となることが知れた。 

 

これにより擁壁に作用する土圧は 

 

水平土圧 Ｐｈ＝Ｐa・cosδ＝ 113.79・cos 0°= 113.79   ｋN 

 

鉛直土圧 Ｐｖ＝Ｐa・sin δ＝ 113.79・sin 0°= 0.00   ｋN 
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試算１ 

 

ω＝58°と仮定した場合 

 

 

くさび重量 Wｓ 

 

Wｓ＝γs・H・（H/tanω)/2＋q・H/tanω 

 

＝ 20・6・（6/tan58°)/2＋10・6/tan58°        

 

＝ 262.45  ｋN 

 

主働土圧合力 Ｐa 

 

Ｐａ＝
Ｗ ・    （ω φ)    （ω φ δ  )＝ 

   .  ・    (     )°   (         )°       

＝ 111.40    ｋN 

 

ここで、 

Ws ：くさび重量（載荷重含む) 

 φ ：裏込め土の内部摩擦角 

 δ ：壁面摩擦角（=0) 

ｊ ：仮想背面と土圧作用面のなす角（=0)  
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試算 2 

 

ω＝60°と仮定した場合 

 

 

くさび重量 Wｓ 

 

Wｓ＝γs・H・（H/tanω)/2＋q・H/tanω 

 

＝ 20・6・（6/tan60°)/2＋10・6/tan60°       

 

＝ 242.49 ｋN 

 

主働土圧合力 Ｐa 

 

Ｐａ＝
Ｗ ・    （ω φ)    （ω φ δ  )＝ 

   .  ・    (     )°   (         )°       

＝ 113.07 ｋN 

 

ここで、 

Ws ：くさび重量（載荷重含む) 

 φ ：裏込め土の内部摩擦角 

 δ ：壁面摩擦角（=0) 

ｊ ：仮想背面と土圧作用面のなす角（=0)  
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試算 3 

 

ω＝62°と仮定した場合 

 

 

くさび重量 Wｓ 

 

Wｓ＝γs・H・（H/tanω)/2＋q・H/tanω 

 

＝ 20・6・（6/tan62°)/2＋10・6/tan62°       

 

＝ 223.32 ｋN 

 

主働土圧合力 Ｐa 

 

Ｐａ＝
Ｗ ・    （ω φ)    （ω φ δ  )＝ 

   .  ・    (     )°    （         )°       

＝ 113.79 ｋN 

 

ここで、 

Ws ：くさび重量（載荷重含む) 

 φ ：裏込め土の内部摩擦角 

 δ ：壁面摩擦角（=0) 

ｊ ：仮想背面と土圧作用面のなす角（=0)  
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試算 4 

 

ω＝64°と仮定した場合 

 

 

くさび重量 Wｓ 

 

Wｓ＝γs・H・（H/tanω)/2＋q・H/tanω 

 

＝ 20・6・（6/tan64°)/2＋10・6/tan64°        

 

＝ 204.85 ｋN 

 

主働土圧合力 Ｐa 

 

Ｐａ＝
Ｗ ・    （ω φ)    （ω φ δ  )＝ 

   .  ・    (     )°   (         )°       

＝ 113.55 ｋN 

 

ここで、 

Ws ：くさび重量（載荷重含む) 

 φ ：裏込め土の内部摩擦角 

 δ ：壁面摩擦角（=0) 

ｊ ：仮想背面と土圧作用面のなす角（=0)  
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４．合力作用位置の算出 

 

Ｏ点に関して自重と土圧によるモ－メントを集計し 

抵抗・転倒モ－メントのバランスより合力の作用位置 

ｄをもとめる。 

 

下表から合力の作用位置は 

 

ｄ＝（ΣＭｒ－ΣＭｏ）/ΣＶ ＝ （397.95－227.57)/266.00 

  

 ＝ 0.641  ｍ 

 

 

 

 

 

 

区 分 
鉛直荷重 

Ｖｉ（ｋN） 

ア－ム長 

ｘｉ（ｍ） 

抵抗モ－メント 

Ｍｒ（ｋＮ・ｍ） 

＝Ｖｉ・ｘｉ 

水平荷重 

Ｈｉ（ｋN） 

ア－ム長 

Ｙｉ（ｍ） 

転倒モ－メント 

Ｍｏ（ｋＮ・ｍ） 

＝Ｈｉ・Ｙｉ 

自 重 252.0 － 372.75 － － － 

土 圧 0 2.50 0 113.79 2.00 227.57 

載荷重 14.00 1.80 25.20 － － － 

合 計 266.0 － 397.95 113.79 － 227.57 
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５．安定計算 

 

１）転倒の照査 

 

偏心距離ｅは 

ｅ＝Ｂ/２－ｄ＝ 2.5/2－0.641 = 0.609 

 

よって 

｜ｅ｜＝ 0.609 ＞ Ｂ/６＝2.50/6＝0.417 ｍ ・・・・・NG！ 

 

２）滑動の照査 

 

Ｆｓ＝（ΣＶ・μ ＋ c・Ｂ）/ΣＨ 

  ＝（ 266.0・0.6＋0・2.50）/113.79 

＝ 1.403 ＜ 1.5 ・・・・・NG！ 

 

３）支持力の照査 

 

ｑ１＝ΣＶ/Ｂ・（１＋６ｅ/Ｂ） 

＝ 266.0/2.5・（1＋ 6・0.609/2.5）  

＝ 261.9 ≦ 300 ｋＮ/ｍ２ ・・・・・ＯＫ！ 

 

ｑ２＝ΣＶ/Ｂ・（１－６ｅ/Ｂ） 

＝ 266.0/2.5・（1－ 6・0.609/2.5） 

＝ -49.1  ≦ 300 ｋＮ/ｍ２ ・・・・・ＯＫ！ 
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